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海洋の可視化事業成果物 使用例 

笹川平和財団 海洋政策研究所 研究員 田中広太郎 

 

1. はじめに 

海洋の温暖化、生物多様性の減少、IUU 漁業など海洋で生じている多くの課題解決のた

めには、まず観測すべき対象について情報収集を行い、その結果を可視化して把握しなけれ

ばならない。海洋の可視化とは、海洋における物理・化学・生物現象と人間の社会活動を数

値的に見えるようにする作業とここでは定義する。これを目指す上で、実際に観測を行うセ

ンサーとそれが搭載されているプラットフォームを把握することは、可視化に必要なデー

タを取得するための最初のステップとなる。 

公益財団法人笹川平和財団海洋政策研究所では、わが国の沿岸から沖合域に展開されてい

る既存の海洋観測プラットフォームと搭載されているセンサーに関するレビューを実施し

た。このレビューの結果得られたデータベースは図 1 のような形式で記載されており、プ

ラットフォーム名、管理者、設置場所、観測項目などがまとめられている。さらに、それぞ

れのプラットフォームについて、各観測項目の観測頻度や分解能、精度などもまとめられて

いる（図 2）。また、広範囲にわたる海洋観測を実現する重要なプラットフォームとして人

工衛星がある。当研究所では、現在世界各国から打ち上げられている衛星による海洋観測に

ついてもレビューを実施し、同様のデータベースとしてまとめた（図 3）。 

本稿では、上記でとりまとめたデータをもとに「伊勢・三河湾の藻場・干潟の現状」とい

う可視化対象を設定し、本事業の成果資料の利用例を紹介する。 

特に本稿では、上記問題について専門的な知識を有しないユーザーの利用を想定してい

る。行政官、環境 NGO、研究者（専門分野以外）。企業 CSR 事業担当などがこれに当ては

まると考えられる。 

 

図 1 海洋観測プラットフォームのデータベースの例。 
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2. 海洋課題の概要 

海洋課題の概要は、専門知識が限られているユーザーに対してもわかりやすく記述され

ていることが必要である。以下、「海洋の可視化の推進に向けた調査 業務報告書」の 3.5.5 

ハビタット・生態系 (1)干潟・藻場の減少、浄化能力・基礎生産力の低下 1) 課題の概要（pp. 

50-53）に記載されている、「干潟・藻場の減少、浄化能力・基礎生産力の低下」に関する文

章の抜粋である。 

 

“水産白書によれば、「藻場は、繁茂した海藻や海草が水中の二酸化炭素を吸収して酸素を

 

図 2 各海洋観測プラットフォームにおける観測項目とその詳細情報の例。 

 

 

図 3 人工衛星による海洋観測のデータベースの例。 
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供給し、水産生物に産卵場所、幼稚仔魚等の生息場所、餌場等を提供するなど、水産資源の

増殖に大きな役割を果たしている。」とされており、また、「河口部に多い干潟は、潮汐の作

用により、陸上からの栄養塩や有機物と海からの様々なプランクトンが供給されることに

より、高い生物生産性を有している。」とされている。 

このような、藻場・ 干潟は、沿岸域の開発等により面積が減少し、また、現存する藻場・ 

干潟においても、海水温の上昇に伴う海藻の立ち枯れや種組成の変化、海藻を食い荒らすア

イゴ等の植食性魚類の活発化や分布の拡大による藻場への影響や、貧酸素水塊の発生、陸上

からの土砂の供給量の減少等による藻場 干潟の生産力の低下が指摘されている。 

また、環境白書においては、「瀬戸内海では、「水質汚濁防止法」に基づく対策に加え、「瀬

戸内海環境保全特別措置法」等に基づき水質改善に取り組んだ結果、水質は総体として改善

されたが、依然として、赤潮や貧酸素水塊等の発生、漁業生産量の低迷、藻場や干潟の減少

等の課題が残っている。」とされており、近年、瀬戸内海を中心として、窒素、リン等の栄

養塩類の減少、偏在等が海域の基礎生産力を低下させ、養殖ノリの色落ちや、魚介類の減少

の要因となっている可能性が、漁業者や地方公共団体の研究機関から指摘されている。 

現行の海洋基本計画の下でも、生物多様性の確保、沿岸域の総合的管理などについて国内

対策のみならず、他国とも連携・ 協力しながら諸課題の解決に取り組んできが、生物の生息

に重要な役割を果たしている藻場、アマモ場、干潟、砂浜・ 砂州・ 砂堆、サンゴ礁、マング

ローブなどの喪失、漂着・ 漂流・ 堆積する海洋ごみなどさまざまな解決すべき課題が顕在化

していることが指摘されている。 

このような状況に対し、国土交通省等では、干潟・ 海浜、藻場等の再生、覆砂等による底

質環境の改善、貧酸素水塊が発生する原因の一つである深堀跡について埋戻し等の対策、失

われた生態系の機能を補完する環境配慮型構造物等の導入など健全な生態系の保全・ 再生・ 

創出に向けた取組が進められている。” 

 

このように、本事業の成果資料を用いることにより、海洋課題の概要や現状、解決に向け

た取り組みなどを容易に把握することが可能である。これは非常に有効であるが、同様の記

述 は 他 の Web ペ ー ジ 上 で 長 短 の 差 は あ れ 閲 覧 可 能 で あ る （ 水 産 庁 ：

https://www.jfa.maff.go.jp/j/kikaku/tamenteki/kaisetu/moba/moba_genjou/#:~:text=%E8

%97%BB%E5%A0%B4%E3%81%AE%E6%B8%9B%E5%B0%91,%E5%A0%B4%E3%81

%8C%E6%B8%9B%E5%B0%91%E3%81%97%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%

E3%80%82 、 海 洋 エ ン ジ ニ ア リ ン グ 株 式 会 社 ：

http://www.kaiyoeng.com/presentation/seaweedbed04.html）。他資料と比較して、本資料の

新規性・特色は次項以降に記述するセンサー・プラットフォームのリストアップにあると考

えられる。 
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3. 必要なセンサー・プラットフォーム 

海洋課題の概要を把握した次のステップとして、課題解決にむけた現状把握のためにど

のような観測方法が利用できるのかについて調べる必要がある。海洋課題は様々な要因が

複雑に相互作用しあうことによって発生しており、観測すべき項目は幅広い。一方で、観測

対象に対して実際に稼働しているセンサー・プラットフォームを調べることは、その分野に

ついての網羅的な知識がなければ難しい。本事業の成果物を利用することで、可視化対象の

洗い出しをこれまでに比べて簡便に行うことが可能になる。以下は、「海洋の可視化の推進

に向けた調査 業務報告書」の 3.2.2 海洋観測センサーとの対比 表 4 (2) 海洋の課題とセ

ンサーとの対比 (p. 24)、 ならびに「人工衛星を利用した海洋の可視化の推進に向けた調査

報告書」の 3.1 可視化対象と関連する衛星センサについて 表 3.1.1 海洋における解決すべ

き課題と利用衛星センサの関係 (pp. 66) から取得した課題の把握に必要な物理量に関す

る情報をまとめたものである。 

 

 藻場・干潟の減少に関連する物理量を観測するセンサーとして、地形・流速・潮位・泥温・

気象・光量・水温・塩分・水質（クロロフィル、DO、栄養塩、有機物など）・底質（粒度分

布、栄養塩、有機物）・境界条件（陸域、外海）・生育条件などのほか、人工衛星から観測で

きるものとして可視高解像度・合成開口レーダ SAR（Synthetic-Aperture Radar）などがあ

る。観測を行うためのプラットフォームとしては、潜水（人）・船舶・音響ソナー・ドロー

ン・航空機・人工衛星などがある。 

 

その後、「海洋可視化対象項目抽出用マクロ」ならびに「主要な海洋観測衛星センサーの性

能一覧」を用いて、対象範囲である伊勢・三河湾における上記物理量を観測可能なセンサー・

プラットフォームについて、分解能や精度も含めたリストアップを行った。それぞれの使用

方法を以下に示す。なお、本稿では Windows 環境での利用を想定している。 

 「海洋可視化対象項目抽出用マクロ」について、「選択」タブで抽出したい観測項目に〇

をつける。図 4 に、塩分、クロロフィル a、DO を観測するプラットフォームの詳細につい

て調べたいときの例を示した。その後、左上部にある「項目ごとの抽出」ボタンをクリック

すると、新しいブックとして検索結果が表示され、名前をつけて保存することができる。ペ

ージ下部のタブを選択することで、各項目を観測可能なプラットフォームや場所、参考 URL

などの一覧を表示できる（図 5）。また、P1, P2,…といったタブはプラットフォームの ID と

対応しており、これらを選択することで各プラットフォームに搭載されているセンサーや

精度などの詳細情報にアクセスすることができる（図 2）。 

「主要な海洋観測衛星センサーの性能一覧」については、観測項目ごとに衛星がまとめられ

ているため、目視によって目的の物理量を観測するセンサーをもつ衛星について調べるこ

とができる。  
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このうち、対象地域とする伊勢・三河湾に関して観測を行っているセンサー・プラットフ

ォームのうち一部について、観測精度や空間分解能、時間分解能も含めてリストアップした

結果を表 1, 2 に示す。表 1 には「海洋可視化対象項目抽出用マクロ」から抽出した結果を、

表 2 には「主要な海洋観測衛星センサーの性能一覧」から抽出した人工衛星による海洋観

測の結果を示した。なお、観測場所の対象範囲について、上記資料には絞りこみの機能は付

属していない。そのため、対象とする物理量によって上記の方法でセンサー・プラットフォ

 

図 4 観測項目の抽出方法の例。抽出したい観測項目に〇を付けたのち、左上部にある

「項目ごとの抽出」ボタンをクリックすることで抽出結果が得られる。 

 

図 5 抽出結果の例。ページ下部のタブ（赤い矢印部分）を切り替えることで、観測項

目ごとの一覧に加え、各プラットフォームの詳細を確認することができる。 
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ームを検索したのち、プラットフォームの観測場所を確認することによって対象範囲をカ

バーするものを抽出した。 
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表 1 藻場・干潟の減少に関連する物理量観測センサー・プラットフォームの情報（一部、元形式から一部改変） 

物理量 プラットフォ

ーム名 

管理者 場所 観測頻度 観測層 測定範囲 分解能 精度 

水温 

 

伊勢湾水質定

点観測 

国土交通省中部地方

整備局 名古屋港湾空

港技術調査事務所 

伊勢湾湾奥 1 回/時間 1m ピッチ '-5℃～+40℃ 0.01 m ±0.15 m 

 同上 同上 伊勢湾湾央 1 回/時間 1m ピッチ '-5℃～+40℃ 0.01℃ ±0.02℃ 

 同上 同上 中山水道 1 回/時間 固定式 '-5℃～+40℃ 0.001℃ ±0.05℃ 

 同上 同上 伊勢湾湾口 1 回/時間 1m ピッチ '-4℃～+40℃ 0.01℃ ±0.05℃ 

 三河湾海峡自

動観測ブイ 

愛知県水産試験場 1, 2, 3 号 1 回/時間 1m ピッチ '-4℃～+40℃ 0.01℃ ±0.05℃ 

 いせしお（伊

勢湾 23 地点） 

海上保安庁第四菅区

海上保安本部 

 30 分毎 水深 1.5m    

 

物理量 プラットフォ

ーム名 

管理者 場所 観測頻度 観測層 測定範囲 分解能 精度 

塩分 

 

伊勢湾水質定

点観測 

国土交通省中部地方

整備局 名古屋港湾空

港技術調査事務所 

伊勢湾湾奥 1 回/時間 1m ピッチ 0~40 0.01 ±0.05 

 同上 同上 伊勢湾湾央 1 回/時間 1m ピッチ 0~40 0.01 ±0.05 

 同上 同上 中山水道 1 回/時間 固定式    

 いせしお（伊

勢湾 23 地点） 

海上保安庁第四菅区

海上保安本部 

      



海洋デジタル社会の構築事業 資料 2021-4 

8 

 

表 1 続き 

物理量 プラットフォ

ーム名 

管理者 場所 観測頻度 観測層 測定範囲 分解能 精度 

ク ロ ロ フ

ィル a 

 

伊勢湾水質定

点観測 

国土交通省中部地方

整備局 名古屋港湾空

港技術調査事務所 

伊勢湾湾奥 1 回/時間 1m ピッチ 0～400μg/L 0.1μg/L ±2% 

 同上 同上 伊勢湾湾央 1 回/時間 1m ピッチ 0～400μg/L 0.1μg/L ±2% 

 同上 同上 中山水道 1 回/時間 固定式    

 同上 同上 伊勢湾湾口 1 回/時間 1m ピッチ 0～400μg/L 0.1μg/L ±2% 

 三河湾海峡自

動観測ブイ 

愛知県水産試験場 1, 2, 3 号 1 回/時間 1m ピッチ 0～400μg/L 0.1μg/L ±1% 

 

 

物理量 プラットフォーム

名 

管理者 場所 観測頻度 観測層 測定範囲 分解能 精度 

潮位 リアルタイム験潮

データ 

気象庁、国交省、海上

保安庁、国土地理院な

ど 

全国 188 箇

所 

5 分毎 表層 0-700cm   

 潮位データ 国土地理院 鬼崎      

 津波観測 

（全国 30 地点） 

気象庁 全国 44 箇所 1 秒毎  0-20m '±10mm  
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表 1 続き 

物理量 プラットフォ

ーム名 

管理者 場所 観測頻度 観測層 測定範囲 分解能 精度 

光 合 成 有

効放射 

（可視・近

赤 外 放 射

計部） 

 

「しきさい」

（GCOMC） 

国立研究開発法人宇

宙航空研究開発機構 

   走査幅 1150km 非偏向：250m 

偏向：1km 

 

 

物理量 プラットフォーム

名 

管理者 場所 観測頻度 観測層 測定範囲 分解能 精度 

底 質

（全窒

素） 

公共用水域水質測

定 

地方自治体 全 国 2670

箇所 

1 回/月     

 瀬戸内海総合水質

調査 

国土交通省（海面清掃

船、海面清掃兼油回収

船） 

紀伊水道ほ

か 

年 4 回程

度 
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表 2 藻場・干潟の減少に関連する物理量観測センサー・人工衛星情報（一部、元形式から一部改変） 

物 理

量 

衛星名 開発 

機関 

センサー 時間解像度 空間解像度 軌道 観測開始

年 

SAR ENVISAT ESA ASAR/MERIS/MIPAS/RA-

2/GOMOS/MWR/AATSR/SCIAMACHY 

35 日 image mode: 28x28m/ 

wave mode: 28x30m/ 

wide swath: 150x150m 

極 軌

道 

2002 

 ALOS JAXA PALSAR/PRISM/AVNIR2 46 日 10x10m, 100x100m 極 軌

道 

2006 

 TerraSAR-X DLR TSX-SAR 11 日 Spotlight SL mode: 1x2m/ 

Stripmap mode: 3x3m/ 

ScanSAR mode: 16x16m 

極 軌

道 

2007 

 COSMO-

SkyMed-1 

ASI/ 

MiD 

SAR-2000 

 

*4 機コンステレーションにより数時間以

内に同一点観測可能 

16 日 spotlight: 1m 以下/ 

himage: 3-15m/ 

wideregion: 30m/ 

hugeregion: 100m/ 

pingpong: 15m 

極 軌

道 

2007 

 Sentinel-1B ESA SAR 12 日 stripmap: 5x5m/ 

IWS: 5x20m/ 

EWS: 25x100m/ 

wave: 5x20m 

極 軌

道 

2016 
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4. データ収集 

上でリストアップしたセンサー・プラットフォームのうちいくつかについて、実際に公開

されているデータの取得を試みた。 

 

水 質 定 点 観 測 リ ア ル タ イ ム 情 報 ペ ー ジ （ http://www.isewan-

db.go.jp/real_web/REAL_WEB_buoy/PointSelect/Index）において、伊勢・三河湾内の観測

地点ごとに物理量の経時変化を表示するとともに、データのダウンロード（csv 形式）を行

うことができる（図 6）。いせしおによる移動式の海洋観測についても同様に、第四菅区海

上 保 安 本 部 内 の ペ ー ジ

（https://www1.kaiho.mlit.go.jp/KAN4/kaisyo/isewan/r03/3/ryukyo.htm）から観測結果の

csv ファイルをダウンロードし、観測地点ごとの水温・塩分・溶存酸素を調べることができ

る。 

「主要な海洋観測衛星センサーの性能一覧」によると、SAR は ESA の Sentinel-1B 以外

すべて有償であった（可視高解像度データはすべて有償）。Sentinel-1B のデータに関しては

 

図 6  伊 勢 湾 水 質 定 点 観 測 デ ー タ の 表 示 例 （ http://www.isewan-

db.go.jp/REAL_WEB/REAL_WEB_buoy/RealGraphView）。 
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Copernicus Open Access Hub (https://scihub.copernicus.eu/) のサイトから対象領域や対

象範囲を選択して該当データをダウンロードすることができるが、NetCDF (.nc) 形式でダ

ウンロードされるため、可視化・解析のためには別途 GIS ソフトや画像処理ソフトが必要

となる。 
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5. おわりに 

 本資料を用いる利点は、専門知識を持たないユーザーでも海洋課題の概要を理解し可視

化に必要な物理量を把握できること、その物理量の観測に必要なセンサー・プラットフォー

ムのリストを精度や分解能を含めて取得できることにある（表 3）。海しるや海洋クリアリ

ングハウスなど海洋情報のデータベースは他にも存在するが、上述したセンサー・プラット

フォームのリストを提示するものは管見の限り見受けられない。ある海洋課題について、観

測の現状を把握するという目的のためには有効な成果であると考えられる。 

 一方で、さらなる改善が必要な点もある。上述したように、現状の成果物内では、対象の

地 理 的 な 範 囲 に よ る 絞 り 込 み 機 能 は 実 装 さ れ て い な い 。 海 し る

（ https://www.msil.go.jp/msil/htm/topwindow.html ） や JAXA G-portal

（https://gportal.jaxa.jp/gpr/）などのように対象範囲による絞り込みが行えるようになれ

ば、より簡便に目的の情報にたどり着けることが期待される。 

また、センサー・プラットフォームの洗い出しは簡便に実施することが可能になったが、

実際のデータにたどり着いて利用するまでには未だ障壁がある。現状、各 Web サイトにユ

ーザーが一つ一つアクセスし、データ置き場を探してダウンロード、形式を他と合わせて加

工するというプロセスが必要になる。Web ページによって掲載されるデータの形式が異な

っていることや、データ元にたどり着くまでにいくつかの Web ページをたらい回しにされ

ることがある。より包括的な海洋の可視化を目指すうえでは、複数のデータベースにアクセ

スして必要な情報を抽出し、さらにそれらの形式を統合するような仕組みが求められる。 
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表 3 本資料の利点、欠点、今後の改善策 

利点 ・専門知識を持たなくても海洋課題の概要が把握できる 

・各海洋課題の可視化のために観測されるべき物理量が把握できる 

・各物理量について我が国において実際に観測を行っているセンサ

ー・プラットフォームを把握できる 

・各センサーの精度・分解能を把握できる 

欠点 ・センサー・プラットフォームの空間分布については直観的に把握

できず、空間的な漏れ・重複については評価できない 

・実際の観測データを入手するためには各 Web サイトのデータダ

ウンロードページに一つずつアクセスしなければならない 

・データを取得できたとしても形式が異なるため解析のための前処

理を行わなければならない 

・データ利用のための許可を一つずつ確認・取得する必要がある 

今後の改善策 ・センサー・プラットフォームの空間分布を地図上に表示する 

・ウェブスクレイピングによる海洋データ自動収集・統合システム

を構築する 

・データ利用許可を取得する 

 


